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細胞壁を欠く緑色鞭毛藻であるドウナリエラ目 (ωse叩ns叩uE政tt的lり)はしばしば原始的な緑色藻でで、あるプラシノ藻類

と(狭義の)緑藻類との中問的な存在であると考えられている。我々はドウナリエラ目の系統を推定するため，

ドウナリエラ目 3種を含む緑色藻5種について核コ一ド小サブユニツトリボソ一ム RNA遺伝子 (ω18路Sr由DNA)

の塩基配列を決定し，系統解析を行った。 18SrDNAによる系統解析は，Oltmannsiellopsis viridis (Hargraves 

et Steele) Chihara et Inouyeがアオサ藻綱/トレボウキシア藻綱/緑藻綱からなる系統群のなかで初期に分化し

た生物であり，他の緑色藻類とは密接な関係がないことを示唆した。報告されている本属の微細構造の特徴は

この結果と矛盾しない。よって我々はこの属に対して新目 Oltmannsiellopsidalesを設立した。 18SrDNAの系

統樹では HafniomonasとPolytomellaは時計四りの基底小体をもつことで特徴づけられる系統群 (CWグルー

プ)に含まれた。遊泳細胞における細胞壁の欠如はこの系統群の中で何度も起こったことが強く示唆された。

以上の結果はドゥナリエラ目 sensuEttlが多系統群であることを示している。また今回の解析は Planophila

terrestris Groover et Hofstetter (ケートペルテイス目)および Chaetophoraincrassata (Hudson) Hazen (ケート

フォラ目)がそれぞれ緑藻網の中において独自な系統的位置にあることを示唆した。(・305茨城県つくば市天

王台 1-1-1筑波大学生物科学系， **930富山県富山市五福3190富山大学教育学部生物学教室)

西野武士・浅川紳二郎・小川 茂:緑藻アオミド口 (Spirogyra.ホシミドロ呂)終期細胞の隔壁先端細胞質

にみられる微細繊維

緑藻アオミドロ (Spirogyraverruculosa Jao)の細胞分裂終期の細胞では，隔壁先端をとりまく細胞質に多数の

微細な繊維が存在することが，電子顕微鏡観察により明らかとなった。これら繊維は，各々太さ約 7nmであ

り，隔壁先端に沿って互いに平行に配列しており，時に，少なくとも 2つの束を形成しているように観察され

た。これら微細繊維の分布パターンは，ローダミンフ 7ロイジンで染色した終期細胞の隔壁先端付近にみられ

るローダミンの蛍光の分布パターンとよく一致した。今回の観察から，隔壁先端細胞質にみられる微細繊維は

アクチン繊維である可能性が示唆される。 (943上越市山屋敷町 l番地上越教育大学自然系生物)

飯間雅文・.福澄賢二緑藻ヒメボタンアオサ(アオサ藻網アオサ目アオサ科)の日本新産報告

ヒメボタンアオサ(新称)Chloropelta caespitosa Tannerが，日本国内で初めて長崎県沿岸で見つけられた。こ

れは日本のみならず西太平洋沿岸域での初めての報告である。外部形態と室内培養における初期発生は本種の

原記載と一致した。生殖は4鞭毛(まれに2鞭毛)遊走子による無性生殖であり，有性生殖は観察されなかっ

た。本種の外部形態と生態はボタンアオサ U1vaconglobata Kjellmanと非常によく似ているが，ヒメボタンア

オサ藻体(直径 1-2cm)はボタンアオサ藻体(直径 1・4cm)よりも小型であり，幼体が嚢状または開いた管状

(ラッパ状)であることから区別できる。(事852長崎市文教町ト14長崎大学水産学部藻類増殖学研究室 **812

福岡市博多区東公園7-7福岡県水産林務部)
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論文，記事の投稿先が変更になります。
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